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＜伴走者のお仕事＞ 転居支援に寄り添う 

 

ケアマネージャーさんからの紹介 SOS はご利用者の娘様で、認知症状も散見し始めた 84 歳の A 様の

転居相談でした。離れて暮らす娘の意見に耳を貸さない上に、独りで暮らす室内は物が散乱し荒れてお

り、お金の管理ができず無心してくるようになった姿に、娘様は怒り MAX でした。 
 
「これ以上お金の援助はできない。自宅マンションを売却し、そのお金で施設に転居してほしいが、言う

ことも聞かないし、あの状態の室内をどうやって売るのか見当もつかない。そして転居先をどのようにど

のタイミングで探したら良いのか分からない。仕事もしているので時間もないし。。。。」 
 
幸い認知症状はまだ軽い状況です。マンションの売却と施設への転居コーディネートは伴走者の得意分

野です。施設探しも１件１件直接問い合わせすることで早々に空室が見つかりました。同時進行でマンシ

ョン売却活動です。条件的に不動産会社へ直接売却で進めました。買い手選定から内見立ち合い、A 様

の意見を確認しながら代弁もいたします。契約の段取りや契約内容の確認、契約前には A 様と娘様に契

約内容を詳しく噛み砕いて説明します。契約の同席はもちろん、施設への引っ越し、家財処分の手配、マ

ンションの引き渡しまで段取りします。 

A 様はもちろん娘様にも負担をかけることなく、新しい生活をスタートできたことが、伴走者の喜びです。 
 
当初お会いした時の娘様の表情は思い悩んでいるご様子でしたが、転居したころには穏やかな表情とな

られてました。 
 

～～伴さんに頼んで本当に良かった！！ スピーディに解決した～～ 
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こんにちは 
 

コロナ騒動 中々落ち着く気配はないですね 

皆さまいかがお過ごしでしょうか 

出向くことが容易にできないことをきっかけに 

季節ごとと始めた「BAN ちゃん通信」ですが 

秋の時節９月に 2 号目の発行になりました 

おつきあいいただけましたら幸いです 
 

             令和 2 年９月吉日 
伴 行恵 
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「『家・お金・生活』の困り事を抱えるあなたに、心強い伴走者」 

 
テーマ 「BAN ちゃんを知る」  ～BAN ちゃんの生い立ち編②～ 
 

BAN ちゃんは茨城県の東海村で生まれました。東海村といえば、そうです原子力の村です。 

 
 

子供のころの夏と言えば、本当に自由に好奇心赴くままに過ごしていました。生き物と触れ合った記憶が鮮明です。カブ

トムシはもちろん、クワガタ、蝶、カミキリムシ、コガネムシ、トンボ、セミ なんでも採りました。アリの巣穴やモグラの穴も掘

り返した記憶もあります。もちろんザリガニやタニシも採ったな。稀有な女子ですね。どれもこれも率先して行動している楽し

い記憶しかありません。 

夏休み期間中は毎日ラジオ体操があり、スタンプカードを首にぶら下げて自転車で会場に向かうのですが、その前に栗林

に立ち寄り、栗木を足蹴りして揺らし落ちたクワガタを採集するのが毎日恒例です。 

遠い昔の記憶ですが、今でもワクワクします。 
 

BAN ちゃんは、誰しも生き物が大好きだと思い込んでいました。が、 

「え？生き物に興味がある人ばかりではないんだ！」と気づいた時の衝撃は強烈なものでした。 
 

エピソード① クワガタ採り 

昔、夕方帰宅後、息子と共にクワガタが採れる穴場に通った。子供は喜ぶものと思っていたが、先日黒光りの昆虫が実は

苦手であったと知り愕然とした。 
 

エピソード② カブトムシの飼育 

カブトムシが卵を産み孵化し幼虫となり成虫になった。嬉々として飼育していたのは BAN ちゃんだった。 
 

エピソード③ セミ採り 

人が集まる広場でセミが鳴いていた。手でとれる高さに留まっていた。思わず素手で捕獲した。案の定「ジャジャジャ」と鳴

き騒いだが BAN ちゃんは得意げに子供に見せて喜んでいた。よく見ると周囲から注目されていた。 
 

エピソード④ ヘビの観察 

公園で大きなシマヘビが悠々這っていた。立ち止まり観察していたら、一緒にいた友人からは遠巻きにされた。ついでに幼

いころアリの巣やモグラの穴を掘り返した話をしたら、マジ引かれた。 
 

今でも湧き上がる普通の女子とは違う好奇心。昔ある占い師に言われたことを思い出します。 

「あなたは女の体をした男よ！」 

丙午生まれだけではない何かが BAN ちゃんを支配しているのだと思います。（謝） 

 

 

引っ越し作業ま
では手伝えない

家族や知人に

頼めない

アパートを

立ち退けと

言われても

この先の生活

をどうしよう

入院手術は独り
で乗り切れない

不動産売却は

分からない

終活を

始めたい

相続手続きがそ
のままである
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